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2021 年度第 2 回 外洋常任委員会 議事録 

開催日；2021 年６月１8 日（金）18:00～19:20 

会議の方法 WEB 会議（Zoom） 

出席者；（理事） 

馬場益弘 副会長、中澤信夫 副会長、大村雅一 常務理事、平松隆 理事、 

橘田佳音利 理事、望月宣武 理事、菊池邦仁 理事、新田肇 理事、岩瀬善貞 理事 

安田大助 理事、宇都光伸 理事、中村隆夫 理事、 

 （委員会関係） 

 長谷川淳（代理出席） レース委員会外洋小委員会、 

日下部大蔵 ルール委員会外洋規則小委員会委員長 

金子純代 キールボート強化委員長、 

服部好彦 ジャパンカップ委員会委員長、坂谷定生 参与、作田智惠子 艇登録 WG 長 

鈴木一行  国際委員会外洋小委員会委員 

 

鈴木保夫  外洋事務局長、 

寺澤寿一  JSAF 事務局長、 

小山悟 外洋艇登録事務局長 

記録者 鈴木保夫 

 

大村常務理事の進行で 18：00 より馬場副会長の挨拶で開始した。 

 

馬場：お忙しい中出席いただきありがとうございます。 

     6 月 8 日の IOC の理事会でオフショアの MIX ダブルスが 2024 年のオリンピッ

クの競技からなくなることが決定され、大きな喪失感を感じています。ご準備

頂いた国際委員会の皆さん、和歌山の選手権に関わった皆さんに感謝を申し上

げます。 

  次に馬場副会長より事前に送付済の以下のメッセージが読み上げられた。 

 

日本セーリング連盟副会長メッセージ 

Mixed Offshore が 2024 パリ五輪から無くなりましたが 

 

2024パリ五輪から男女混合二人乗り外洋種目 Mixed Offshoreが消えてしまい、誠に残念

でたまりません。 

これまで、私たちは 2024 五輪を目指し、色々と準備してきました。また、日本で外洋で
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のダブルハンドレースの層を厚くしながらレベルを上げていくべく、ダブルハンドレースを

増やすとともに、外洋ダブルス日本選手権も企画・準備してきました。それだけに、目標と

してきた 2024五輪が無くなったという喪失感は極めて大きいものです。 

しかし、2024 五輪の外洋種目が無くなっても、世界の外洋レースが無くなったわけでは

ありません。 

今年の混合ダブルスの世界選手権は、9月にイタリヤで開催されます。また、白石康次郎

氏は 2024 年ヴァンデグローブ挑戦を打ち出していますし、今年のファストネットレースな

ど世界の外洋レースに参加される方も増えてくる方向です。 

日本でも、沖縄・東海レースやパールレース、小笠原レース、パラオレースなどの外洋レ

ースの開催も検討されています。また、HPR、ミドルボート、Ｊ24、J70、メルジェス、ホワ

イトセールレガッタ、学生マッチレースなど大型艇・クルーザーのレースも活発に動いてい

ます。 

外洋ダブルス日本選手権を来年以降も開催していきたいと思っていますし、新たな段階に

合ったジャパンカップの開催も必要と思います。 

さらに、2028 ロス五輪の種目として有力視されている、大型艇によるチームレースへも

取り組んでいきたいと思います。 

そのため、2024 五輪外洋種目が無くなっても、これまで準備してきたような世界レベル

の外洋レースに必要な基盤の整備、例えばサバイバルトレーニング開催、や日本チームの海

外遠征を支援したり、日本の外洋レース、大型艇レースのサポートも、これからも次々と進

めていく必要があると思います。 

パリ五輪の外洋種目は無くなりましたが、皆で一丸となって、これからの日本の外洋ヨッ

ト界を、すそ野をより広く、頂上はより高くして、世界に向けて打って出ていこうではあり

ませんか。 

2021年 6月吉日 

日本セーリング連盟 副会長 馬場益弘 

副会長 中澤信夫 

 

中澤：外洋 MIX ダブルスは組織委員会の席上で発表したことをよく覚えている。 

     残念だが、これからは若手のセーラーを育てていきたい。 

     皆さんも是非海外のレースに参加して頂きたい。 

 

議事 

①セールナンバー発行規則・艇登録規則 

 ・ガイドライン その他 

 作田：前回の会議にガイドラインを提出したが提出した皆さんからは意見が無かった。 

   WG で更に検討を重ねて、メールにて皆さんに提示する。 

   ホームペーに艇の情報を掲載する件については、セールナンバー、艇名、加盟団
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体に登録されているか、の 3 点の項目を掲載する予定。 

   意見があれば 6 月末までに頂きたい。 

 次に作田氏より、外洋艇登録事務局長の小山氏が紹介された。 

 

  ②2024 パリオリンピック、世界選手権の最新動向 

   鈴木一行氏より提出の資料に基づき以下の説明がなされた。 

   鈴木（一）：東京 2020 の公開競技が無くなり、パリ 2024 に引き継がれたが、IOC の

副会長がひっくり返した。 

     レース開催場所のセキュリティ、範囲と複雑さ、放送コスト、そして世界選手権

を開催していないということが理由になっている。 

     IOC の政治のために、世界の外洋ヨット界が迷惑を被ったと考えている。 

     ワールドセーリングより、8 月から 9 月にかけてイタリアにおいて MIX ダブル

スの欧州選手権及び世界選手権が開催されることが案内された。 

     日本からは、代表を出す準備があると回答した。 

   望月：今回外洋オフショアが採用されなかった原因の一つに、若い世代に訴求できな

かったことがある。IOC は若い世代がやっているスポーツにシフトしている。 

     カイトが採用された理由は若い世代に訴求できるからである。 

    

  ③フラッグリレー 

   菊池：7 月 9 日の壮行会にお披露目することで考えている。 

山陰が抜けている形のフラッグリレーとなっている。 

小笠原からスタートしたフラッグが見当たらないので、現在確認している。 

 

  ④調査・検討チーム（当面の検討項目の整理） 

   大村：当面の検討項目の整理をしている。 

     艇とクルーのマッチングは JSAF のホームページに作成し、自分の艇を掲載した

ら早速問い合わせがあり先週試乗した。クルーとして定着しそうである。 

     当面の検討項目を整理すると、 

     １，JCI 船検備品と OSR 安全備品との整合性の調査。 

     ２，OSR 以外の備品、第 4 種汽笛や、双方向無線機。 

     ３，外洋レースに使用したい機器 

     ４，JSAF 海岸局 

     ５，小型船舶免許の乗船履歴 

     の 5 項目を今後検討していく。 
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  ⑤各専門委員会・小委員会からの報告 

   レース委員会外洋小委員会 

    長谷川：過去には事故の検証を行っていたが、現在は行われていない。 

     このままだと行政が、ヨットは危ないものとの報告書を出し、走りにくくなると

困ると考え、事故原因を究明するために技術委員会を立ち上げ、検討していきた

いと考えている。 

    鈴木（一）：事故は技術のハード面と運用のソフト面の両方がある。 

     グアムレース事故の教訓も薄れてきているので安全委員会と考えて頂きたい。 

    鈴木（保）：外洋安全委員会は外洋常任委員会開催の案内をしても殆ど連絡もなく

欠席している。何らかの対応が必要と考える。 

    長谷川：レースマネージメント委員会からは特に報告することはないが、メールの

やり取りでは埋もれてしまうので、スラッグを利用して情報を共有できるような

システムを考えている 

     6 月上旬にレースオフィサーの有効なリストをホームページに UP している。 

   ルール委員会外洋規則小委員会 

    日下部：6 月 20 日に第 1 回ルール委員会を開催し、パリオリンピックの報告をす 

     る準備をしている。 

レースが開催されていないが、現場とコミュニケーションをとって普及に努め

ていきたい。 

   国際委員会 

    望月：アジアセーリング連盟に委員を 3 名推薦した。外洋からも一人立候補したが 

     落選した。今後送り込めるよう努力する。 

   キールボート委員会 

    金子：報告すべき事項は無い。 

   ジャパンカップ委員会 

    服部：報告すべき事項は無い。 

    大村：安全と計測委員会からは返事が無かったので、次回は連絡が取れるようにし 

     たい。 

 

  ⑥各水域の報告 

   水域担当理事より以下の報告がなされた。 

   菊池：8 月７日に福島県でキッズのヨットの体験教室を行う。 

    ディンギーとクルーザーの両方を福島県連と一緒に行う。 

   新田：緊急事態宣言から蔓延防止措置へ移行するコロナ禍の中で、レースの運営につ

いて 4 団体で話し合いをしている。 
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   岩瀬：パールレースは中止にしたが、それ以外のレースはオリンピック以後に決めて

ていく予定である。 

   安田：KYC は 6 月にレースを行っている。 

     6 月 12 日はオーバーナイトレースを行い 10 艇が参加した。 

     表彰式は無かったがレースを開催した。 

     7 月も IRC ホワイトとドラゴンのレースを予定している。 

     外洋内海は毎月第 2 月曜日に WEB 会議を行っているが、冬になればコロナも終

息するのではないかと予想し、山陰まで車で出かけてセーリング談義をすること

を計画している。 

   宇都：コロナで水域との連絡は取りづらい。玄海と沖縄の情報がない。 

南九州では一般の艇を入れるレースは避けている。 

保安庁を招いての安全講習会も中止にし、各省庁届け出のもとに火薬類の練習

をした。 

   平松：7 月 18 日に相模湾オープンレースを開催する予定。例年だと 40 艇位の参加が

ある。コロナの運営マニュアルに沿って運営する。 

 

  ⑦その他 

平松理事より、オリンピックの公式観戦艇について、パンフレットと一緒に説明がな 

され、定員を半分に減らして用意するので申し込んで欲しいとの案内がされた。 

   大村常務理事より明日 6 月 19 日の評議員会と理事会の主な議題についての説明がな 

された。 

 

   最後に中澤副会長の、「昨日今日と江ノ島に行っていたがコンテナも増えてオリンピ 

   ックムードが感じられる、次回の外洋常任委員会では色々と報告ができると思います。 

本日はお疲れ様でした。」との挨拶で閉会となった。 

                                      以上  


